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平
成
十
二
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
仕

組
み
と
し
て
、
法
改
正
を
重
ね
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
制
度
創
設
以
来
十
九
年
を
経
過
し
、
制
度
創
設
時
と
平
成
三
十

年
四
月
末
時
点
を
比
較
す
れ
ば
、
六
十
五
歳
以
上
被
保
険
者
数
が
約
一
・
六
倍
に
増
加
す
る
な
か
で
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は

約
三
・
二
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
介
護
保
険
制
度
は
着
実
に
国
民
に
浸
透
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
六
十
五
歳
以
上
の
単
身
世
帯
や
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増
加
し
、
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
数
が
急
速
に
増

加
す
る
な
か
で
、
介
護
人
材
の
待
遇
や
労
働
環
境
の
課
題
に
よ
る
人
手
不
足
、
業
界
の
労
働
生
産
性
の
低
さ
等
、
い
ま
だ
解
消

さ
れ
て
い
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
と
す
る
た
め
、
令
和
二
年
の
通
常
国
会
に
向
け
た
介
護

保
険
制
度
の
見
直
し
の
検
討
項
目
に
加
え
、
多
く
の
制
度
改
善
が
必
要
と
考
え
る
。 

 

よ
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

介
護
事
業
者
は
多
様
な
文
書
作
成
と
事
務
処
理
が
あ
り
、
既
に
文
書
量
の
削
減
に
向
け
た
見
直
し
が
厚
生
労
働
省
の
専
門

委
員
会
等
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
書
が
削
減
さ
れ
た
後
も
、
行
政
へ
の
文
書
提
出
や
事
業
者
間
の
文
書

提
供
に
つ
い
て
書
面
の
手
渡
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
い
っ
た
紙
媒
体
で
の
運
用
や
、
口
頭
で
の
補
足
説
明
が
残
る
の
で
あ
れ
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ば
、
事
務
負
担
の
大
幅
な
解
消
は
期
待
で
き
な
い
。
指
定
申
請
や
報
酬
請
求
に
関
す
る
文
書
の
電
子
化
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

を
含
め
た
業
務
効
率
化
に
つ
い
て
、
早
期
に
達
成
で
き
る
よ
う
、
国
は
全
国
一
律
の
様
式
例
を
示
し
、
電
子
申
請
に
よ
る
自

治
体
の
受
付
を
制
度
化
す
る
と
と
も
に
、
介
護
事
業
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
化
に
向
け
た
支
援
を
強
化
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

二 

介
護
事
業
所
の
介
護
報
酬
に
つ
い
て
は
、
公
務
員
の
地
域
手
当
の
設
定
に
準
拠
し
、
地
域
区
分
の
上
乗
せ
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
地
域
区
分
の
境
目
の
地
域
で
は
、
物
件
費
や
人
件
費
等
の
運
営
コ
ス
ト
が
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
事
業
者
間
で
介
護
報
酬
に
格
差
が
発
生
し
て
い
る
。
単
価
の
見
直
し
以
前
に
実
態
に
即
し
た
客
観
的
な
指
標
が
必
要

で
あ
り
、
路
線
価
や
最
低
賃
金
な
ど
、
実
際
に
介
護
事
業
者
が
運
営
経
費
と
し
て
用
い
る
指
標
の
採
用
を
検
討
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

三 

要
介
護
認
定
率
や
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
自
治
体
間
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
先
進
自
治
体
で
は
、
多
様
な
健
康
推
進
事

業
と
医
療
機
関
等
民
間
の
介
護
予
防
事
業
の
連
携
が
、
対
策
と
し
て
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
自
治
体
が
対
策
を
強
化
す
る
よ

う
、
介
護
保
険
制
度
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
を
用
い
て
は
ど
う
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

四 

介
護
現
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
実
態
調
査
で
は
、
四
割
か
ら
七
割
の
職
員
が
利
用
者
や
家
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族
等
か
ら
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
と
回
答
し
て
お
り
、

労
働
環
境
の
改
善
は
急
務
で
あ
る
。
職
員
の
尊
厳
を
守
る
た
め
、
「
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
」
に
お
け
る
介
護
事
業
者
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
拒
む
要
件
で
あ
る
正
当
な
理
由
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
加
え
、

事
業
者
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
断
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
の
違
反
行
為
で
あ
る
こ
と
を
明
文
化
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
政
府

の
見
解
を
問
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


